
令和 6 年度 第 54回 大学院セミナー 
 

令和 6 年 11 月 14 日 

 

□先端医療科学特論（基礎編）         ■先端医療科学特論（臨床編） 

□先端新興感染症病態制御学特論      □先端放射線医療科学特論 

■日本語（Japanese）             □英語（English） 

■対面(Face to face)               ■オンライン(Online) 

 

分 野 名 

 
(責任者名)(内線) 

産科婦人科学分野 
 

責任者名( 三浦清徳 )   内線( 7363 ) 

演   題 がんゲノム医療の現状と今度の展望 

講 師 等 
岡山大学学術研究院医歯薬学域 臨床遺伝子医療学 

教授 平沢 晃 先生 

概要 

 がんゲノム医療は、患者の腫瘍遺伝子の病的バリアント、変異を調

べ、より適した「個別化治療」を選択する方法です。近年の技術の進歩

によりゲノム解析は早く正確にできるようになりました。特定の医薬品

を選択するにあたって行うコンパニオン診断や、がん組織を用いた遺

伝子パネル検査は、近年、日常診療でも行われるようになりました。 

今回、岡山大学臨床遺伝子医療学 教授の平沢 晃先生をお招きし、

がんゲノム医療における現状と今後の展望について、最新の知見をご

講演いただきます。 

開 催 日 時 
令和 6年 11月 26日（火） 
       18:00~19:00 

開 催 方 法 
長崎大学病院第一会議室 または Zoom 

ハイブリッド形式  

備 考 

受講を希望する場合は 11 月 18 日 12 時までに下記担当へご連絡く

ださい。 

産科婦人科 北島百合子  

内線：7363  メールアドレス: yurikokitajima@nagasaki-u.ac.jp 


